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海
賊
版
サ
イ
ト
へ
の
ア
ク
セ
ス
遮
断
に
関
す
る
質
問
主
意
書

平
成
三
十
年
四
月
十
三
日
、
政
府
の
知
的
財
産
戦
略
本
部
・
犯
罪
対
策
閣
僚
会
議
で
、
漫
画
や
ア
ニ
メ
な
ど
を
無
料
で
見
る

こ
と
が
で
き
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
海
賊
版
サ
イ
ト
に
つ
い
て
、
著
作
権
保
護
の
た
め
の
緊
急
対
策
を
決
定
し
た
。
こ
の
緊
急

対
策
で
は
、
悪
質
な
サ
イ
ト
を
対
象
に
し
た
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・
サ
ー
ビ
ス
・
プ
ロ
バ
イ
ダ
（
Ｉ
Ｓ
Ｐ
）
に
よ
る
閲
覧
防
止
措

置
を
推
奨
し
、
来
年
の
通
常
国
会
へ
の
法
案
提
出
を
目
指
し
、
具
体
的
な
検
討
を
進
め
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。

安
倍
総
理
は
、
海
賊
版
サ
イ
ト
に
つ
い
て
、
「
我
が
国
の
コ
ン
テ
ン
ツ
産
業
の
明
日
を
閉
ざ
す
事
態
と
な
り
か
ね
」
な
い
と

指
摘
し
、
こ
の
た
め
の
対
応
を
関
係
閣
僚
に
指
示
し
た
。
緊
急
対
策
で
は
、
著
作
権
者
な
ど
の
利
益
を
明
ら
か
に
侵
害
す
る
コ

ン
テ
ン
ツ
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に
相
当
数
掲
載
し
、
削
除
な
ど
の
対
応
で
は
実
質
的
に
権
利
の
保
護
が
難
し
い
等
と
い
う
条

件
を
満
た
す
サ
イ
ト
に
つ
い
て
、
閲
覧
防
止
措
置
が
適
当
で
あ
る
と
示
し
て
い
る
。

表
現
の
自
由
な
ど
の
観
点
か
ら
こ
れ
ら
の
措
置
に
懸
念
の
声
が
出
て
い
る
こ
と
に
関
し
て
、
菅
官
房
長
官
は
記
者
会
見
で

「
あ
く
ま
で
法
整
備
ま
で
の
臨
時
的
、
緊
急
的
な
措
置
」
と
強
調
し
、
乱
用
防
止
と
速
や
か
な
法
整
備
を
閣
僚
間
で
確
認
し
た

こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
当
該
緊
急
対
策
で
は
、
悪
質
な
海
賊
版
サ
イ
ト
の
例
と
し
て
、
「
漫
画
村
」
「
Ａ
ｎ
ｉ
ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
」

「
Ｍ
ｉ
ｏ
ｍ
ｉ
ｏ
」
を
明
示
し
た
と
承
知
し
て
い
る
。

一



平
成
三
十
年
四
月
十
一
日
、
政
府
が
検
討
し
て
い
る
「
海
賊
版
サ
イ
ト
へ
の
ア
ク
セ
ス
遮
断
」
に
つ
い
て
、
研
究
機
関
「
情

報
法
制
研
究
所
」
が
反
対
す
る
緊
急
声
明
（
「
本
声
明
」
と
い
う
。
）
を
発
表
し
た
。

本
声
明
で
は
、
緊
急
性
が
あ
る
か
ら
と
い
っ
て
、
根
拠
と
な
る
立
法
を
行
わ
ず
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
事
業
者
（
プ
ロ
バ
イ

ダ
）
に
ア
ク
セ
ス
遮
断
を
要
請
す
れ
ば
、
「
法
治
国
家
原
理
か
ら
の
深
刻
な
逸
脱
」
に
該
当
す
る
と
し
て
厳
し
く
批
判
し
、
ア

ク
セ
ス
遮
断
の
要
請
を
行
わ
な
い
よ
う
政
府
に
求
め
て
い
る
。
本
声
明
は
、
政
府
が
特
定
サ
イ
ト
へ
の
接
続
遮
断
を
す
る
た
め

に
は
、
予
め
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
利
用
者
が
ど
の
サ
イ
ト
を
利
用
し
て
い
る
の
か
を
調
べ
る
こ
と
が
前
提
と
な
り
、
電
気
通
信

事
業
法
や
日
本
国
憲
法
第
二
十
一
条
第
二
項
で
い
う
「
検
閲
は
、
こ
れ
を
し
て
は
な
ら
な
い
。
通
信
の
秘
密
は
、
こ
れ
を
侵
し

て
は
な
ら
な
い
」
の
侵
害
に
あ
た
り
、
憲
法
違
反
の
疑
い
が
あ
る
。
政
府
は
刑
法
第
三
十
七
条
で
い
う
「
自
己
又
は
他
人
の
生

命
、
身
体
、
自
由
又
は
財
産
に
対
す
る
現
在
の
危
難
を
避
け
る
た
め
、
や
む
を
得
ず
に
し
た
行
為
は
、
こ
れ
に
よ
っ
て
生
じ
た

害
が
避
け
よ
う
と
し
た
害
の
程
度
を
超
え
な
か
っ
た
場
合
に
限
り
、
罰
し
な
い
」
を
援
用
す
る
と
仄
聞
す
る
も
の
の
、
日
本
国

憲
法
第
二
十
一
条
第
二
項
の
規
定
の
ほ
う
が
重
い
こ
と
は
論
を
ま
た
な
い
。

著
作
権
保
護
の
重
要
性
を
否
定
す
る
も
の
で
は
な
い
も
の
の
、
立
法
を
経
な
い
海
賊
版
サ
イ
ト
の
遮
断
要
請
に
つ
い
て
は
疑

義
が
あ
る
の
で
、
以
下
質
問
す
る
。

二



一

海
賊
版
サ
イ
ト
の
サ
イ
ト
ブ
ロ
ッ
キ
ン
グ
の
前
提
と
な
る
法
律
も
な
く
、
関
係
省
庁
で
の
当
該
事
案
の
検
討
会
の
議
事
録

が
一
部
公
開
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
の
よ
う
な
現
状
で
、
海
賊
版
サ
イ
ト
に
よ
る
「
被
害
が
深
刻
化
し
て
い
る
。
サ
イ
ト
ブ

ロ
ッ
キ
ン
グ
を
含
め
、
あ
ら
ゆ
る
方
策
の
可
能
性
を
検
討
」
し
、
そ
の
結
果
、
プ
ロ
バ
イ
ダ
に
対
す
る
著
作
権
侵
害
サ
イ
ト

の
ブ
ロ
ッ
キ
ン
グ
要
請
（
「
本
件
要
請
」
と
い
う
。
）
を
行
う
こ
と
は
、
本
声
明
で
い
う
「
緊
急
性
を
理
由
に
法
律
と
い
う

形
式
を
潜
脱
す
る
こ
と
は
、
法
治
国
家
原
理
か
ら
の
深
刻
な
逸
脱
と
理
解
せ
ざ
る
を
得
な
い
」
の
で
は
な
い
か
。
政
府
の
見

解
如
何
。

二

本
件
要
請
に
は
、
法
的
問
題
点
が
多
く
、
憲
法
学
者
か
ら
違
憲
の
疑
い
が
あ
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
政
府
は
、
本
件
要

請
を
行
う
こ
と
を
差
し
控
え
、
立
法
前
の
要
請
の
可
否
、
ブ
ロ
ッ
キ
ン
グ
と
い
う
措
置
自
体
の
是
非
も
含
め
て
改
め
て
冷
静

な
議
論
を
行
う
べ
き
で
は
な
い
か
。
政
府
の
見
解
如
何
。

三

日
本
国
憲
法
第
二
十
一
条
第
二
項
で
は
、
「
通
信
の
秘
密
は
、
こ
れ
を
侵
し
て
は
な
ら
な
い
」
と
定
め
て
い
る
。
こ
れ
を

踏
ま
え
、
電
気
通
信
事
業
法
は
、
電
気
通
信
事
業
者
の
取
扱
中
に
係
る
通
信
の
秘
密
は
侵
し
て
は
な
ら
な
い
と
定
め
た
上
で

（
電
気
通
信
事
業
法
第
四
条
）
、
通
信
の
秘
密
の
侵
害
に
対
し
て
罰
則
を
科
し
て
い
る
（
電
気
通
信
事
業
法
第
百
七
十
九

条
）
。
サ
イ
ト
ブ
ロ
ッ
キ
ン
グ
は
、
ユ
ー
ザ
ー
の
ア
ク
セ
ス
先
の
サ
イ
ト
を
プ
ロ
バ
イ
ダ
が
逐
一
確
認
し
、
そ
れ
が
ブ
ロ
ッ

三



キ
ン
グ
対
象
の
サ
イ
ト
で
あ
る
場
合
に
ユ
ー
ザ
ー
の
ア
ク
セ
ス
を
遮
断
す
る
も
の
で
あ
る
た
め
、
日
本
国
憲
法
第
二
十
一
条

第
二
項
で
保
障
さ
れ
る
通
信
の
秘
密
の
「
知
得
」
「
窃
用
」
の
構
成
要
件
に
該
当
す
る
と
思
料
す
る
。
サ
イ
ト
ブ
ロ
ッ
キ
ン

グ
は
、
海
賊
版
サ
イ
ト
へ
ア
ク
セ
ス
し
よ
う
と
し
た
利
用
者
だ
け
で
な
く
、
利
用
者
一
般
の
通
信
の
秘
密
を
「
知
得
」
す
る

も
の
で
あ
り
、
本
件
要
請
は
違
憲
で
は
な
い
か
。
政
府
の
見
解
如
何
。

四

現
在
自
主
的
な
取
組
と
し
て
行
わ
れ
て
い
る
マ
ル
ウ
ェ
ア
感
染
サ
イ
ト
へ
の
ア
ク
セ
ス
遮
断
も
、
サ
イ
ト
ブ
ロ
ッ
キ
ン
グ

同
様
、
機
械
的
に
ア
ク
セ
ス
先
を
確
認
す
る
も
の
で
あ
り
、
利
用
者
本
人
の
明
確
か
つ
事
後
的
に
撤
回
可
能
な
同
意
の
下
で

は
じ
め
て
、
そ
の
適
法
性
が
許
容
さ
れ
て
き
た
。
こ
の
よ
う
な
厳
格
な
要
件
が
課
さ
れ
て
い
る
の
は
、
か
か
る
措
置
が
通
信

の
秘
密
の
侵
害
に
該
当
す
る
か
ら
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
政
府
は
、
本
件
要
請
で
は
、
刑
法
第
三
十
七
条
で
い
う
緊
急
避
難
と

し
て
違
法
性
が
阻
却
さ
れ
る
と
し
て
、
法
的
整
理
を
行
っ
て
い
る
と
承
知
し
て
い
る
が
、
緊
急
避
難
が
認
め
ら
れ
る
た
め
に

は
現
在
の
危
難
、
補
充
性
、
法
益
権
衡
と
い
っ
た
要
件
が
必
要
で
あ
る
も
の
の
、
本
件
要
請
の
想
定
す
る
サ
イ
ト
ブ
ロ
ッ
キ

ン
グ
が
こ
れ
ら
を
充
足
す
る
と
は
考
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
政
府
は
、
ど
の
よ
う
な
根
拠
に
基
づ
い
て
、
現
在
の
危
難
、

補
充
性
、
法
益
権
衡
と
い
っ
た
要
件
が
ク
リ
ア
さ
れ
、
本
件
要
請
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
て
い
る
の
か
。
政
府
の
見

解
如
何
。

四



五

四
に
関
連
し
て
、
補
充
性
要
件
に
つ
い
て
、
警
察
に
よ
る
摘
発
や
被
害
者
に
よ
る
法
的
措
置
の
努
力
が
十
分
に
行
わ
れ
て

い
る
の
か
ど
う
か
が
不
明
確
で
あ
る
が
、
政
府
は
ど
の
よ
う
な
理
由
で
本
件
要
請
を
な
し
得
る
と
考
え
て
い
る
の
か
。
政
府

の
見
解
如
何
。

六

四
に
関
連
し
て
、
法
益
権
衡
要
件
に
つ
い
て
は
、
ど
の
よ
う
な
理
由
か
ら
著
作
権
と
い
う
財
産
権
が
利
用
者
一
般
の
通
信

の
秘
密
に
優
位
す
る
と
い
え
る
の
か
。
政
府
の
見
解
如
何
。

七

本
件
要
請
に
関
し
て
、
ブ
ロ
ッ
キ
ン
グ
に
よ
る
通
信
の
秘
密
の
侵
害
は
、
通
信
の
遮
断
す
な
わ
ち
通
信
の
自
由
そ
の
も
の

の
侵
害
を
も
と
も
な
う
重
大
な
も
の
で
は
な
い
の
か
。
政
府
の
見
解
如
何
。

八

現
在
、
児
童
ポ
ル
ノ
に
関
し
て
、
通
信
事
業
者
の
自
主
的
な
取
組
と
し
て
、
刑
法
第
三
十
七
条
を
援
用
し
た
法
的
構
成
で

ブ
ロ
ッ
キ
ン
グ
が
行
わ
れ
て
い
る
が
、
児
童
ポ
ル
ノ
の
流
通
自
体
が
児
童
の
人
格
に
対
す
る
重
大
か
つ
回
復
不
可
能
な
侵
害

で
あ
る
と
と
も
に
、
通
信
事
業
者
が
自
主
的
に
設
立
し
た
独
立
の
民
間
団
体
（
Ｉ
Ｃ
Ｓ
Ａ
）
が
ブ
ロ
ッ
キ
ン
グ
基
準
を
定
め

て
一
定
以
上
の
悪
質
な
児
童
ポ
ル
ノ
サ
イ
ト
の
み
対
象
と
す
る
な
ど
、
緊
急
避
難
の
要
件
の
充
足
に
疑
義
の
な
い
よ
う
慎
重

な
考
慮
が
な
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
実
際
の
ブ
ロ
ッ
キ
ン
グ
の
対
象
と
さ
れ
る
個
々
の
サ
イ
ト
を
客
観
的
、
公
正
か
つ

慎
重
に
判
断
が
行
わ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
本
件
要
請
で
は
こ
の
よ
う
な
配
慮
が
な
さ
れ
ず
、
政
府
が
海
賊
版
サ
イ

五



ト
を
特
定
し
、
サ
イ
ト
ブ
ロ
ッ
キ
ン
グ
を
要
請
す
る
も
の
と
承
知
し
て
い
る
が
、
か
か
る
手
続
は
あ
ま
り
に
も
粗
雑
で
あ

り
、
憲
法
違
反
で
は
な
い
か
。
政
府
の
見
解
如
何
。

九

個
人
の
権
利
を
制
限
し
、
あ
る
い
は
義
務
を
課
す
た
め
に
は
法
律
に
基
づ
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
法
の
支
配
の
原
理

は
、
日
本
国
憲
法
第
四
十
一
条
な
ど
で
規
定
さ
れ
る
重
要
な
原
理
で
あ
る
。
法
律
と
い
う
形
式
に
よ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
国

民
代
表
で
あ
る
国
会
議
員
に
よ
る
公
開
の
場
で
の
審
議
が
行
わ
れ
、
そ
の
内
容
に
問
題
が
あ
れ
ば
裁
判
所
に
よ
る
違
憲
審
査

等
を
通
じ
て
国
民
の
権
利
、
自
由
が
保
障
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
本
件
要
請
は
政
府
内
の
関
係
閣
僚
会
議

な
ど
で
の
検
討
に
基
づ
く
も
の
の
、
プ
ロ
バ
イ
ダ
に
対
し
て
は
事
実
上
の
義
務
付
け
と
し
て
機
能
す
る
と
思
料
さ
れ
る
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
国
会
の
関
与
を
経
て
い
な
い
。
さ
ら
に
は
裁
判
所
に
よ
る
事
後
的
な
チ
ェ
ッ
ク
も
十
分
に
は
な
さ
れ
な
い
と

の
懸
念
も
生
じ
て
い
る
。
十
分
な
検
討
期
間
が
あ
り
な
が
ら
、
緊
急
性
を
理
由
に
立
法
化
を
潜
脱
す
る
こ
と
は
、
法
の
支
配

か
ら
の
深
刻
な
逸
脱
で
あ
ろ
う
。
国
会
の
関
与
を
持
た
な
い
本
件
要
請
は
、
法
の
支
配
に
反
し
、
日
本
国
憲
法
に
反
す
る
の

で
は
な
い
か
。
政
府
の
見
解
如
何
。

十

サ
イ
ト
ブ
ロ
ッ
キ
ン
グ
は
通
信
の
秘
密
や
通
信
の
自
由
を
侵
害
し
、
さ
ら
に
は
検
閲
に
も
該
当
し
う
る
重
大
な
措
置
で
あ

り
、
政
府
が
そ
れ
を
要
請
す
る
た
め
に
は
、
そ
の
た
め
の
要
件
や
手
続
が
明
確
に
さ
れ
、
立
法
化
が
必
要
で
あ
ろ
う
。
こ
れ

六



ら
の
問
題
点
は
、
本
件
要
請
を
法
律
制
定
ま
で
の
緊
急
措
置
だ
と
位
置
づ
け
た
と
し
て
も
、
日
本
国
憲
法
第
二
十
一
条
第
二

項
に
反
す
る
こ
と
は
免
れ
な
い
の
で
は
な
い
か
。
政
府
の
見
解
如
何
。

十
一

サ
イ
ト
ブ
ロ
ッ
キ
ン
グ
の
実
効
性
に
つ
い
て
は
懐
疑
的
な
声
が
多
い
。
現
在
の
児
童
ポ
ル
ノ
ブ
ロ
ッ
キ
ン
グ
で
主
流
と

な
っ
て
い
る
Ｄ
Ｎ
Ｓ
ブ
ロ
ッ
キ
ン
グ
方
式
は
、
こ
れ
ま
で
も
ユ
ー
ザ
ー
に
技
術
的
な
知
識
が
あ
れ
ば
回
避
可
能
で
あ
る
と
見

ら
れ
て
き
た
。
最
近
で
は
、
ブ
ロ
ッ
キ
ン
グ
回
避
の
た
め
の
新
た
な
技
術
が
開
発
さ
れ
、
仮
に
サ
イ
ト
ブ
ロ
ッ
キ
ン
グ
を
実

施
し
た
と
し
て
も
十
分
な
効
果
は
期
待
で
き
な
い
。
本
件
要
請
に
関
し
て
、
技
術
的
に
回
避
可
能
な
サ
イ
ト
ブ
ロ
ッ
キ
ン
グ

を
あ
え
て
行
う
理
由
は
何
か
。
政
府
の
見
解
如
何
。

十
二

Ｕ
Ｒ
Ｌ
ブ
ロ
ッ
キ
ン
グ
方
式
は
、
現
在
、
回
避
困
難
と
さ
れ
て
い
る
が
、
同
方
式
の
導
入
、
維
持
に
は
多
大
な
コ
ス
ト

が
必
要
で
あ
り
、
本
件
要
請
に
よ
っ
て
求
め
う
る
も
の
で
は
な
い
と
考
え
る
が
、
政
府
の
見
解
如
何
。

十
三

立
法
を
行
う
こ
と
な
く
、
政
府
の
関
係
閣
僚
会
議
等
の
決
定
で
、
本
件
要
請
が
容
認
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
に
な
れ
ば
、

今
後
、
様
々
な
違
法
サ
イ
ト
に
対
す
る
ブ
ロ
ッ
キ
ン
グ
要
請
に
広
が
る
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
。
緊
急
避
難
が
認
め
ら
れ
る

た
め
に
は
現
在
の
危
難
、
補
充
性
、
法
益
権
衡
と
い
っ
た
要
件
が
必
要
で
あ
る
も
の
の
、
本
件
要
請
の
想
定
す
る
サ
イ
ト
ブ

ロ
ッ
キ
ン
グ
が
こ
れ
ら
を
充
足
す
る
と
は
考
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
し
、
日
本
国
憲
法
の
保
障
す
る
通
信
の
秘
密
、
自
由
や

七



検
閲
か
ら
の
自
由
、
法
の
支
配
が
危
機
に
さ
ら
さ
れ
る
重
大
な
懸
念
を
持
た
ざ
る
を
得
な
い
が
、
政
府
の
見
解
如
何
。

右
質
問
す
る
。

八


